
殿
城
庵
の
石
仏
な
ど 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

滝
本 

や
す
し 

 

は
じ
め
に 

福
井
県
南
越
前
町
新
道(

旧
鹿
蒜
村
新
道)

の
山
中
に
殿
城
庵
と
称
さ
れ
る
場
所
が
あ
る
。

地
元
で
は
殿
城
庵
と
い
う
よ
り
も
、
殿
デ
ハ
と
称
す
る
の
が
一
般
的
の
よ
う
で
あ
る
。
畳

四
畳
ほ
ど
の
建
物
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
仏
像
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
山
は
個

人
の
所
有
で
、
先
代
が
建
物
を
建
て
、
点
在
し
て
い
た
石
仏
な
ど
を
納
め
た
そ
う
で
あ
る
。

建
物
の
周
囲
に
は
中
世
の
五
輪
塔
や
板
碑
な
ど
が
数
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
は

殿
城
庵
と
い
う
仏
堂
が
あ
っ
た
場
所
と
思
わ
れ
る
。 

平
成
二
十
八
年
、
管
理
所
有
者
に
同
行
を
お
願
い
し
、
足
元
の
悪
い
山
道
を
十
分
ほ
ど

登
っ
た
。
建
物
が
見
え
て
く
る
と
手
前
に
石
を
組
ん
だ
龕
が
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に

女
性
の
石
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
所
か
ら
先
は
現
在
で
も
女
人
禁
制
と
な
っ
て

い
る
。
建
物
の
鍵
を
開
け
て
い
た
だ
く
と
内
部
に
は
、
左
か
ら
順
に
次
の
尊
像
が
並
べ
ら

れ
て
い
た
。 

十
王
、
奪
衣
婆
、
懸
衣
翁(

以
上
木
造
十
二
躯
、
木
製
の
棚
上)

。
慈
恵
大
師
、
六
地
蔵
、

青
面
金
剛
と
二
童
子
、
阿
修
羅
王
、
地
蔵
、
釈
迦
涅
槃
図
、
地
蔵
、
狛
犬
、
猿
像
、
地
蔵
、

薬
師
如
来
と
十
二
神
将
、
角
大
師
と
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
、
牛
乗
り
大
日
、
弘
法
大
師
、

良
源(

以
上
石
造
十
六
躯
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
台
上)

。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
時

代
中
期
の
作
と
思
わ
れ
る
。 

建
物
内
に
は
こ
れ
ら
の
他
に
、
細
か
な
文
字
が
た
く
さ
ん
刻
ま
れ
た
石
板
三
基
、
木
造

の
経
櫃
、
石
造
の
経
櫃
、
卒
塔
婆
二
基
が
直
接
床
上
に
置
か
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
建
物
は
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
、
昭
和
に
修
復
さ
れ
て
い
る
。
中
に
納
め
ら
れ
て

い
る
石
仏
な
ど
は
損
傷
が
尐
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
建
物
が
建
て
ら
れ
る
以
前
か
ら
屋
内

に
長
期
間
納
め
ら
れ
て
い
て
、
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
の
は
短
期
間
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。 

『
福
井
県
今
庄
町
誌
』(

昭
和
五
十
四
年
、
福
井
県
南
条
郡
今
庄
町
発
行)

に
、
次
の
よ
う

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

願
大
師 

新
道
百
十
五
字
「殿
テ
ハ
」と
い
う
山
林
六
十
米
ほ
ど
登
っ
た
穏
や
か
な
中
腹
に
祠(

二
米×

四
米)

が
あ
る
。
そ
の
中
央
に
横
九
十
糎
に
縦
六
十
糎
の
笏
谷
石
に
涅
槃
像
、
そ
の
左
右
に
高
さ
五
十

糎
か
ら
七
十
糎
の
石
仏
が
数
体
安
置
さ
れ
て
い
る
。
大
き
い
の
は
高
さ
八
十
糎
の
石
地
蔵
を
始
め
、
石

板
内
に(

三
十
糎×

六
十
糎)

六
地
蔵
、
観
音
像
、
日
吉
山
王
等
そ
の
他
に
多
く
の
石
仏
が
彫
刻
さ
れ

て
い
る
。
向
か
っ
て
左
側
中
段
に
は
、
木
造
寄
木
づ
く
り
の
十
王
仏
等
が
十
四
、
五
体(

高
さ
ほ
ぼ
二
十

糎
ぐ
ら
い)

こ
れ
は
随
分
古
め
か
し
く
黒
ず
ん
で
い
て
、
膝
や
台
座
が
剥
落
し
て
い
る
。
経
櫃
二
個
の
う

ち
一
個
は
六
角
形
の
石
櫃
で
石
の
蓋
付
で
あ
り
、
一
個
は
方
形
の
木
箱
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
ミ
ニ
経

巻
が(

た
て
六
糎
長
さ
三
十
糎
の
巻
物)

千
巻
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
屋
根
裏
に
卒
塔
婆
二
枚
、
文
字
は
墨

痕
既
に
落
ち
て
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
年
代
は
恐
ら
く
当
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
場
所
は
お
そ
ら
く
そ
れ
以
前
か
ら
の
墓
地
で
あ
っ
て
、
宝
篋
印
塔
の
あ
る
こ
と
か
ら
寺
院
あ
る
い

は
武
士
又
は
名
士
の
墓
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

平
成
元
年
に
行
わ
れ
た
福
井
県
立
博
物
館
の
第
十
一
回
特
別
展
「
石
を
め
ぐ
る
歴
史
と

文
化 -

笏
谷
石
と
そ
の
周
辺-

」
に
、
六
地
蔵
、
青
面
金
剛
、
釈
迦
涅
槃
図
、
薬
師
如
来
十

二
神
将
、
石
造
経
櫃
の
五
点
が
出
展
さ
れ
、
図
録
に
写
真
と
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

十
王
、
奪
衣
婆
、
懸
衣
翁 

 

木
造
の
十
二
躯
は
建
物
左
壁
の
棚
の
上
に
二
列
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
列
の
右
端
が

奪
衣
婆
で
、
前
列
の
右
端
が
懸
衣
翁
で
あ
る
。
十
二
躯
は
い
ず
れ
も
座
像
で
あ
る
。
高
い

棚
上
の
た
め
採
寸
し
て
い
な
い
が
、
高
さ
は
目
測
で
20

cm
前
後
で
あ
る
。
十
王
は
ほ
と
ん

ど
同
じ
像
容
で
あ
り
各
々
の
尊
名
の
判
別
が
困
難
で
あ
る
が
、
後
列
中
央
に
置
か
れ
て
い

る
他
よ
り
も
大
き
い
一
体
が
閻
魔
王
で
あ
ろ
う
。
ま
た
奪
衣
婆
は
十
王
よ
り
も
小
さ
く
、

懸
衣
翁
は
さ
ら
に
小
さ
い
。 

 

慈
恵
大
師(

元
三
大
師) 

 

凝
灰
岩
製
の
丸
彫
り
座
像
で
、
右
手
を
膝
の
上
に
置
き
、
左
手
に
数
珠
を
持
つ
。
額
や



頬
に
シ
ワ
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
晩
年
の
姿
の
よ
う
で
あ
る
。
彩
色
さ
れ
て
い
る
が
、
か
な

り
色
あ
せ
て
い
る
。
高
さ
58

cm
。
慈
恵
大
師
像
は
目
の
あ
た
り
に
特
徴
が
あ
り
、
滋
賀
県

な
ど
の
天
台
宗
寺
院
に
多
く
み
ら
れ
る
木
造
や
絵
像
と
像
容
が
良
く
似
て
い
る
。
石
造
の

慈
恵
大
師
は
極
め
て
作
例
が
尐
な
く
、
角
大
師
の
像
が
僅
か
に
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。 

 

六
地
蔵 

 

上
部
を
山
型
に
加
工
し
た
横
長
の
凝
灰
岩
に
、
六
体
の
地
蔵
が
横
一
列
に
浮
彫
り
さ
れ

て
い
る
。
高
さ
41

cm
、
幅
92

cm
。
そ
れ
ぞ
れ
蓮
座
上
に
立
ち
、
持
物
は
向
か
っ
て
左
か

ら
、
鉢
、
蓮
華
、
数
珠
、
柄
香
炉
、
合
掌
、
錫
杖
と
宝
珠
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
像
の
右

に
「
宝
説
」「
妙
典
」
「
妙
心
」「
道
喜
」
「
利
■
」「
■
心
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

青
面
金
剛
と
二
童
子 

 

縦
長
の
凝
灰
岩
に
、
青
面
金
剛(

庚
申)

、
二
童
子
、
二
鶏
、
二
猿
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い

る
。
青
面
金
剛
は
一
面
六
臂
の
憤
怒
形
立
像
で
、
岩
上
の
邪
鬼
を
踏
み
つ
け
て
い
る
。
上

辺
の
二
手
は
矛
と
輪
宝
を
、
中
央
の
二
手
は
剣
と
人
身(

？)
を
、
下
辺
の
二
手
は
矢
と
弓

を
持
っ
て
い
る
。
高
さ
65

cm
、
幅
35

cm
。 

裏
面
に
「
奉
造
立
戻
申
尊
躰
／
志
趣
者
鎮
護
村
中
／
衆
民
為
除
災
■
所
／
安
置
者
也
未

代
地
／
■
政
不
可
致
■
也
／
皆
元
禄
二
巳
天
／
二
月
十
二
日
／
願
主 

真
福
寺
中
興
／
聲

蓮
社
尋
誉
代
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
尋
誉
上
人
は
真
福
寺
第
八
代
で
あ
る
。 

 

阿
修
羅
王 

 

縦
長
の
凝
灰
岩
に
、
三
面
六
臂
の
憤
怒
形
の
阿
修
羅
王
立
像
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

上
辺
の
二
手
に
日
月
を
、
中
央
の
二
手
は
胸
前
で
組
み
、
下
辺
の
二
手
は
蓮
華
と
宝
珠
を

持
っ
て
い
る
。
高
さ
38

cm
。
石
造
の
阿
修
羅
王
は
極
め
て
作
例
が
尐
な
い
。
後
述
の
釈
迦

涅
槃
図
の
中
に
も
、
釈
迦
の
後
方
に
阿
修
羅
王
が
彫
ら
れ
て
い
る
。 

  

地
蔵
① 

 

凝
灰
岩
製
の
丸
彫
り
で
、
蓮
座
上
に
立
っ
て
い
る
。
右
手
に
錫
杖
を
、
左
手
に
宝
珠
を

持
っ
て
い
る
。
台
座
を
除
く
高
さ
73

cm
。 

 

釈
迦
涅
槃
図 

 

横
長
の
大
き
な
板
状
の
凝
灰
岩
に
、
釈
迦
涅
槃
図
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
下
方
の
動

物
た
ち
は
線
彫
り
で
あ
る
。
高
さ
60

cm
、
幅
90

cm
。
厚
さ
は
わ
ず
か
数
cm
で
あ
り
、
こ

の
石
板
は
自
立
で
き
な
い
。
石
造
の
涅
槃
図
は
作
例
が
尐
な
い
。
享
保
十
年
に
作
ら
れ
た

福
井
市
西
木
田
の
泰
清
院
も
の(

怒
相
院
よ
り
移
動)

と
比
較
す
る
と
、
次
の
点
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。 

㈠
、
仏
像
も
み
ら
れ
る
が
神
像
が
多
く
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
神
仏
習
合
の
信
仰
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

㈡
、
上
部
に
、
満
月
で
は
な
く
日
月
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
釈
迦
は
旧
暦
二
月
十
五
日
の

満
月
の
日
に
入
滅
さ
れ
て
お
り
、
涅
槃
図
の
中
央
上
部
に
は
満
月
が
描
か
れ
て
い
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
涅
槃
図
で
は
上
部
左
右
に
日
月
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
寺
社
曼
荼
羅(

特
に
那
智
山
を
は
じ
め
と
す
る
西
国
三
十
三
ヶ
所
の
参
詣
曼
荼
羅
か)

に

習
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
吉
山
王
曼
荼
羅
に
は
、
日
月
は
描
か
れ
な
い
。 

㈢
、
雲
に
乗
っ
て
駆
け
付
け
た
麻
耶
夫
人
や
阿
那
律
尊
者
な
ど
が
彫
ら
れ
て
い
な
い
。 

㈣
、
釈
迦
の
周
り
に
沙
羅
双
樹
が
彫
ら
れ
て
い
な
い
。
麻
耶
夫
人
や
沙
羅
双
樹
な
ど
が

彫
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
単
に
省
略
し
た
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

阿
難
尊
者
や
阿
泥
樓
駄
な
ど
は
彫
ら
れ
て
い
る
。 

 
地
蔵
② 

凝
灰
岩
製
の
丸
彫
り
で
、
蓮
座
上
に
立
っ
て
い
る
。
両
手
は
胸
前
で
合
掌
し
て
い
る
。

台
座
を
含
む
高
さ
125

cm
。
胸
部
に
「
接
譽
上
人
」、
台
座
に
「
真
福
寺
代
九
世
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
。 

 



狛
犬 

 
地
蔵
②
の
足
元
に
、
凝
灰
岩
製
の
小
さ
な
狛
犬
が
置
か
れ
て
い
る
。
狛
犬
は
、
一
体
は

完
品
で
あ
る
が
、
も
う
一
体
は
残
欠
で
あ
る
。 

 

猿
像 

 

地
蔵
②
の
足
元
に
、
狛
犬
と
共
に
凝
灰
岩
製
の
小
さ
な
猿
像
が
置
か
れ
て
い
る
。
丸
彫

り
の
座
像
で
、
両
手
で
桃
を
持
っ
て
い
る
。
猿
は
安
産
の
御
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
、
桃
に

は
邪
気
を
払
う
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
不
老
長
寿
の
象
徴
で
あ
る
。
日
吉
山
王
信
仰
に
よ
る

造
立
と
思
わ
れ
る
。 

 

地
蔵
③ 

凝
灰
岩
製
の
丸
彫
り
で
、
蓮
座
上
に
立
っ
て
い
る
。
右
手
に
錫
杖
を
、
左
手
に
宝
珠
を

持
っ
て
い
る
。
高
さ
74

cm
。 

 

薬
師
如
来
と
十
二
神
将 

 

縦
長
の
凝
灰
岩
に
、
薬
師
如
来
座
像
と
そ
の
眷
属
で
あ
る
十
二
神
将
立
像
が
浮
彫
り
さ

れ
て
い
る
。
最
上
部
中
央
に
薬
師
如
来
が
、
そ
の
下
に
十
二
神
将
が
二
段
に
わ
け
て
六
体

ず
つ
彫
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
65

cm
。
十
二
神
将
は
像
容
な
ど
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
尊
名
を
判

断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
後
述
の
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
と
同
じ
く
右
か
ら
順
に
並

ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
段
右
か
ら
宮
毘
羅
大
将
、
伐
折
羅
大
将
、
迷
企
羅
大
将
、

安
底
羅
大
将
、
頞
儞
羅
大
将
、
珊
底
羅
大
将
、
下
段
左
か
ら
因
達
羅
大
将
、
波
夷
羅
大
将
、

摩
虎
羅
大
将
、
真
達
羅
大
将
、
招
杜
羅
大
将
、
毘
羯
羅
大
将
で
あ
ろ
う
。 

裏
面
に
「
奉
造
立
薬
師
十
二
神
／
志
趣
者
鎮
護
村
中
／
衆
民
為
除
災
■
所
／
安
置
者
也

未
代
地
／
■
政
不
可
致
■
也
／
皆
元
禄
二
巳
天
／
二
月
十
二
日
／
願
主 

真
福
寺
中
興
／

聲
蓮
社
尋
誉
代
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
青
面
金
剛
の
裏
面
と
同
じ
銘
文
で
あ

る
。 

 

角
大
師
と
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音 

 

横
長
の
凝
灰
岩
に
、
角
大
師(

元
三
大
師)

を
中
央
下
部
に
配
し
て
西
国
三
十
三
ヶ
所
観

音
が
二
段
に
並
ん
で
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
42

cm
、
幅
102

cm
。
角
大
師
は
慈
恵
大

師
が
疫
病
を
払
っ
た
際
の
姿
と
さ
れ
、
現
在
で
も
全
国
の
天
台
宗
寺
院
な
ど
で
厄
除
の
護

符
と
し
て
配
布
さ
れ
て
い
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
は
、
上
段
右
か
ら
順
に
第
一
番
か

ら
第
十
七
番
ま
で
、
下
段
左
か
ら
順
に
第
十
八
番
か
ら
第
三
十
三
番
ま
で
並
ん
で
い
る
。

正
面
右
端
に
願
主
と
思
わ
れ
る
「
江
洲
三
河
村
大
姉
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
江
洲
三

河
村
は
、
慈
恵
大
師
良
源
の
生
誕
地
で
あ
る
滋
賀
県
長
浜
市(

旧
浅
井
郡
虎
姫
町)

三
川
町

で
あ
る
。
大
姉
と
だ
け
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
願
主
を
特
定
で
き
な
い
。 

石
造
の
角
大
師
は
作
例
が
尐
な
く
、
東
京
深
大
寺
、
千
葉
仏
法
寺
、
群
馬
真
光
寺
、
群

馬
水
澤
寺
の
も
の
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
白
山
の
越
前
禅
定
道
に
あ
っ
た
江
戸
時
代
中

期
の
作
と
思
わ
れ
る
丸
彫
り
像
は
、
盗
難
に
遭
い
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
殿
城
庵
の

角
大
師
像
は
、
現
存
す
る
江
戸
時
代
中
期
の
作
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。 

 

牛
乗
り
大
日 

 

凝
灰
岩
製
の
丸
彫
り
で
、
金
剛
界
大
日
如
来
が
牛
の
上
に
座
っ
て
い
る
。
高
さ
45

cm
。

牛
乗
り
大
日
の
石
像
は
全
国
各
地
に
み
ら
れ
る
が
、
作
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。 

 

弘
法
大
師 

 

凝
灰
岩
製
の
丸
彫
り
で
、
履
物
を
脱
い
で
、
独
鈷
と
数
珠
を
持
っ
て
座
っ
て
い
る
。
高

さ
41

cm
。 

 
良
源 

 

凝
灰
岩
製
の
丸
彫
り
で
、
合
掌
し
て
座
っ
て
い
る
僧
形
像
。
高
さ
61

cm
。
慈
恵
大
師(

元

三
大
師)

の
修
行
時
代
の
姿
で
あ
る
。 

  



石
板
三
基 

 
釈
迦
涅
槃
像
の
前
の
床
上
に
、
多
く
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
凝
灰
岩
製
の
大
き
な
石
板
が

三
基
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
左
右
の
石
板
は
損
壊
が
激
し
く
判
読
困
難
で
あ
る
が
、
中
央
の

石
板
は
保
存
状
態
良
好
で
あ
り
ほ
ぼ
判
読
で
き
る
。
こ
れ
に
は
享
保
十
七
年
、
真
福
寺
の

第
九
代
接
誉
の
造
立
銘
が
み
ら
れ
る
。 

 

経
櫃
二
基 

 

建
物
内
左
の
床
上
に
木
造
の
経
櫃
が
、
右
の
床
上
に
は
石
造
の
経
櫃
が
置
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
合
わ
せ
て
千
巻
の
小
さ
な
経
巻
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
長
い

年
月
の
た
め
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
お
り
、
判
読
で
き
る
も
の
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。 

 

木
造
の
経
櫃
は
、
正
面
中
央
に
「
南
無
釈
迦
牟
尼
佛
」
、
そ
の
右
に
「
元
三
大
師
」
、
左

に
「
弘
法
大
師
」
の
墨
書
き
が
あ
る
。
石
造
の
経
櫃
は
上
部
が
宝
珠
形
に
加
工
さ
れ
た
蓋

の
つ
い
た
凝
灰
岩
製
の
六
角
形
で
、
銘
な
ど
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
。 

 

卒
塔
婆
二
枚 

建
物
内
の
右
に
、
二
基
の
木
造
卒
塔
婆
が
立
て
か
け
ら
れ
て
い
る
。
書
か
れ
て
い
た
文

字
は
判
読
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。 

 

月
子 

 

建
物
の
手
前
十
数
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
石
を
組
ん
だ
龕
が
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に

凝
灰
岩
製
の
女
性
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
合
掌
す
る
丸
彫
り
座
像
で
あ
る
。
台
座
部
分

に
破
損
が
み
ら
れ
る
が
、
保
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
像
高
30

cm
。
こ
れ
か
ら
先

は
女
人
禁
制
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
は
建
物
の
ほ
う
へ
向
か
う
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

こ
の
女
性
像
は
建
物
内
右
端
に
置
か
れ
て
い
る
僧
形
像
の
母
親
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
良
源
の
母
の
月
子
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
女
性
像
の
手
前
に
は
、
ね
じ
れ

曲
が
っ
た
よ
う
な
形
の
石(

砂
岩
製
の
川
石)

が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
石
は
、
息
子
に
会

う
こ
と
が
で
き
な
い
母
が
悔
し
さ
の
た
め
ね
じ
曲
げ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

石
板
の
碑
文 

 

石
造
釈
迦
涅
槃
図
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
三
基
の
石
板
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
、
現

地
で
ゆ
っ
く
り
と
読
む
時
間
が
な
か
っ
た
の
で
、
撮
影
し
た
写
真
か
ら
判
読
し
た
。
石
板

の
番
号
は
、
向
っ
て
右
か
ら
順
で
あ
る
。
石
板
②
以
外
は
剥
落
が
激
し
く
、
判
読
困
難
で

あ
る
。 

 

石
板
① 

 
 
 

道
喜
信
士 

…
…
…
…
… 

(

こ
の
間
の
行
数
不
明) 

…
…
…
…
… 

 
 
 

…
…
妙
…
… 

 
 
 

日
比
野
■
■ 

 

石
板
② 

天
當
山
貴
真
福
寺
住
代
■
墓
所
也 

 
 
 

開
山
■
信
■
■
應
永
卅
二
巳
天
正
月
二
十
五
日 

 
 
 

従
■
■
■
享
保
十
七
壬
子
迄
三
百
八
年
成 

 
 
 

第
二
三
四
五
六
代
順
生
西
堂
第
七
廣
誉
上
人 

 
 
 

第
八
尋
誉
上
人
第
九
接
誉
上
人
代
■ 

 
 
 

ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ(

梵
字) 

迎
接
自
来[

花
押] 

 
 
 

惣
三
界
万
㚑
六
親
眷
属
有
■
縁
■ 

 
 
 

別
新
道
西
村
老
若
男
女
現
當
兩
益
生
ハ 

 
 
 

一
切
■
㚑
生
極
楽
上
品
蓮
䑓
成
正
覚 

 
 
 

菩
提
行
願
不
退
轉
引
導
三
有
及
法
界 

岢
享
保
十
七
壬
子
年
■
之 

接
誉
敬
白 

 



石
板
③ 

…
…
…
…
再
建
…
…
…
… 

天
絶
■
■
廃
興
者
聖
賢
君 

子
之
…
…
…
…
…
…
日
余 

歳
星
…
…
…
…
…
…
…
… 

聚
隙
…
…
…
…
…
…
…
之 

是
則
…
…
…
…
以
照
…
… 

楊
諸
衆
生
金
言
…
…
…
… 

…
…
…
…
以
廻
向
…
…
… 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

伏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

 

石
板
②
の
碑
文
よ
り
、
こ
の
場
所
が
真
福
寺
歴
代
の
墓
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
石
板
②
に
刻
ま
れ
て
い
る
「
一
切

□精
㚑
生
極
楽
上
品
蓮
䑓
成
正
覚
菩
提
行
願
不
退
轉

引
導
三
有
及
法
界
」
は
、
浄
土
宗
の
偈
文
の
一
切
精
霊
偈
で
あ
る
。
石
板
③
に
刻
ま
れ
て

い
る
の
は
再
建
の
経
緯
で
あ
ろ
う
か
。 

           

良
源(

慈
恵
大
師
、
元
三
大
師
、
角
大
師)

と
母
月
子 

 

良
源
は
、延
喜
十
二
年(

九
一
二)

九
月
三
日
に
近
江
國
浅
井
郡
虎
姫
字
三
川
の
豪
族
で
あ

る
木
津
家
で
生
ま
れ
た
。
十
二
歳
頃
に
比
叡
山
に
入
り
、
康
保
三
年(

九
六
六)

に
天
台
座

主
と
な
っ
た
。
朝
廷
か
ら
贈
ら
れ
た
諡
号
は
慈
恵
。
永
観
三
年(

九
八
五)

一
月
三
日
に
入

寂
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
元
三
大
師
の
通
称
で
呼
ば
れ
る
。
全
国
の
寺
社
に
み
ら
れ
る
お
み

く
じ
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
天
台
系
寺
院
で
配
布
さ
れ
る
角
大
師
の
護
符
は
、
慈

恵
大
師
が
疫
病
神
を
退
治
し
た
時
の
姿
と
さ
れ
る
。 

比
叡
山
で
修
行
を
行
っ
て
い
た
良
源
は
、
遠
く
離
れ
た
三
川
村
に
住
む
母
を
、
比
叡
山

の
麓
の
千
野
に
迎
え
住
ま
わ
し
た
。
比
叡
山
は
女
人
禁
制
で
あ
っ
た
た
め
、
山
に
向
い

入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
良
源
は
麓
に
住
む
母
の
も
と
へ
毎
晩
の
よ
う
に
通
い

続
け
た
と
い
わ
れ
る
。
良
源
が
天
台
座
主
と
な
っ
た
翌
月
に
、
母
月
子
は
亡
く
な
っ
た
。

千
野
の
月
子
住
居
跡
は
そ
の
後
、
天
台
宗
安
養
院
と
し
て
月
子
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

慈
恵
大
師
は
天
台
宗
比
叡
山
の
中
興
で
あ
り
、
弘
法
大
師
は
高
野
山
真
言
宗
の
宗
祖
で

あ
る
。
ま
た
青
面
金
剛
、
地
蔵
②
、
薬
師
如
来
と
十
二
神
将
、
そ
し
て
石
板
に
は
新
道
の

浄
土
宗
真
福
寺
に
よ
る
造
立
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
殿
城
庵
を
降
り
て
管
理
所
有
者
宅
に

戻
っ
た
と
こ
ろ
で
、
住
宅
裏
の
墓
地
に
案
内
さ
れ
た
。
そ
こ
に
建
て
ら
れ
て
い
た
古
い
墓

標
と
さ
れ
る
石
塔
に
は
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
文
字
が
読
み
取
れ
た
。
管
理
所
有
者
は

浄
土
宗
真
福
寺
の
檀
家
で
あ
る
。
既
に
私
の
頭
の
中
は
既
に
混
乱
し
て
い
る
。 

 

殿
城
庵
に
残
さ
れ
て
い
る
石
仏
な
ど
は
年
代
が
異
な
る
複
数
名
に
よ
る
造
立
で
あ
る
が
、

真
福
寺
に
よ
る
造
立
の
も
の
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
銘
が
刻
ま
れ
て
お
ら
ず
、
造
立
の
経
緯

な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
更
な
る
考
察
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 

 



建物内の中央より左 建物内の中央より右 

木造の十王、奪衣婆、懸衣翁 

慈恵大師 六地蔵 

 

 

 

 

 



青面金剛と二童子 阿修羅王 地蔵① 

釈迦涅槃図 

 

 

 

 

 

 



地蔵② 地蔵③ 薬師如来と十二神将 

角大師と西国三十三ヶ所観音 

牛乗り大日 弘法大師 良源(慈恵大師) 

 

 



石板② 

木造経櫃 石造経櫃 月子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


